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賦課面積及び組合員状況
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今
年
の
冬
は
、
全
国
的
に
寒
さ
が
厳
し
い
冬
と
な
り

ま
し
た
。
一
月
末
に
は
、
こ
の
冬
一
番
の
寒
波
に
よ
り

市
内
各
地
で
水
道
管
の
凍
結
、
漏
水
が
発
生
し
、
給
水

に
支
障
を
来
す
懸
念
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
潟
市
で
は

夜
間
の
計
画
断
水
を
発
表
い
た
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

幸
い
に
し
て
直
前
に
回
避
さ
れ
安
堵
し
た
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。
三
月
に
入
り
朝
晩
は
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が

続
い
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
気
温
が
少
し
ず
つ
上
昇

し
、
春
ら
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
今
日
こ
の
頃
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

本
日
は
、
第
七
十
三
回
通
常
総
代
会
の
ご
案
内
を
い

た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
春
耕
期
を
前
に
、
何
か
と
お
忙

し
い
中
、
ご
出
席
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
総
代
会
も
二
年
半
ぶ
り
に
総
代
の
皆
様
、
一

堂
に
会
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
大
変
喜
ば
し
い

限
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
完
全
に
収
束
し
た
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
の
で
、
引
き
続
き
前
回
の
総
代
会
と
同
様
に
感
染
対

策
を
十
分
に
講
じ
た
中
で
、
加
え
て
、
議
案
説
明
に
つ

き
ま
し
て
も
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
説
明
に
努
め
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

国
の
農
業
農
村
整
備
予
算
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
令
和

五
年
度
当
初
予
算
は
四
，
四
五
七
億
円
、
令
和
四
年
度

補
正
一
，
六
七
七
億
円
を
合
せ
ま
す
と
、
六
，
一
三
四

億
円
と
し
て
国
会
審
議
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
世

界
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
の
中
で
、
い
わ
ゆ
る

土
地
改
良
事
業
予
算
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
平
年
並
み
の
予

算
が
確
保
さ
れ
る
見
込
み
で
、
電
気
料
金
の
高
騰
は
揚

排
水
機
場
を
は
じ
め
と
す
る
土
地
改
良
施
設
の
稼
働
に

か
か
る
経
費
に
大
き
く
影
響
し
、
土
地
改
良
区
の
負
担

が
増
し
て
い
る
と
し
て
、
国
・
県
・
市
か
ら
の
支
援
制

度
が
設
け
ら
れ
、
大
変
喜
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
令
和
五
年
度
以
降
の
継
続
は
白
紙
状
態
と
聞
い

て
お
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
電
気
料
金
の
度
重
な
る
値

上
げ
に
対
す
る
支
援
の
制
度
拡
充
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
お
願
い
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
加
え

て
国
営
事
業
、
関
連
す
る
県
営
圃
場
整
備
事
業
等
の
農

業
農
村
整
備
予
算
確
保
に
向
け
近
隣
土
地
改
良
区
と
も

足
並
み
を
揃
え
な
が
ら
国
等
に
対
し
要
請
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

は
じ
め
に

は
じ
め
に

農
業
農
村
整
備
予
算
に
つ
い
て

農
業
農
村
整
備
予
算
に
つ
い
て
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日
、
七
日
の
二
日
間
に
亘
り
総
代
の
皆
様
を
対
象
に
事

業
内
容
の
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
今
後
手
続
き
を
進
め
る
に
あ
た
り
本
総
代
会
の
議

決
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
後
、
議
案
と
し
て
上
程

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
承
認
方
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
新
津
郷
各
地
で
大
事
業
が
始
ま
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
関
係
す
る
組
合
員
皆
様
方
の
ご
期
待
に

沿
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

国
営
土
地
改
良
事
業
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
新
津
郷
用

水
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
二
年
度
に
事
業
着
工

い
た
し
ま
し
て
、
昨
年
よ
う
や
く
車
場
幹
線
用
水
路
工

事
に
着
手
い
た
し
ま
し
た
。
令
和
五
年
度
も
引
き
続
き

車
場
幹
線
用
水
路
の
工
事
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
管

内
各
地
で
埋
蔵
文
化
財
の
包
蔵
地
と
な
っ
て
い
る
関
係

上
、
新
潟
県
、
新
潟
市
と
十
分
協
議
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
後
の
工
事
に
支
障
の
な

い
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。
次
に
新
津
郷
排
水
地
区
に
つ
い
て
報
告
い

た
し
ま
す
。
こ
ち
ら
は
大
秋
・
覚
路
津
の
両
排
水
機
場

が
対
象
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
排
水
機
場

は
前
歴
の
国
営
事
業
で
造
成
さ
れ
た
施
設
で
あ
り
ま
す

が
、
老
朽
化
し
て
お
り
施
設
の
維
持
管
理
に
多
く
の
費

用
を
費
や
し
て
い
る
こ
と
や
耐
震
性
が
不
足
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
令
和
六
年
度
事
業
着
工
に
向
け
準
備
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
阿
賀
野
川
用
水
地
区
に
つ
き
ま
し
て

は
、
現
在
、
地
域
整
備
方
向
検
討
調
査
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
中
で
阿
賀
野
川
頭
首
工
が
耐
震
基
準
を
満

た
さ
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
補
強
す
る
の
か
更
新
す

る
の
か
の
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
結
果
と
い

た
し
ま
し
て
、
補
強
対
策
は
現
実
的
に
困
難
と
の
判
断

か
ら
全
面
更
新
す
る
こ
と
で
、
令
和
六
年
度
に
は
地
区

調
査
に
移
行
し
早
期
の
事
業
着
工
を
目
指
し
て
ま
い
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
新
津
郷
排
水
地
区
そ
し
て
阿

賀
野
川
用
水
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
去
る
、
三
月
六

　

県
営
圃
場
整
備
事
業
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
両
新
地
区

に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
四
年
度
に
換
地
清
算
手
続
き

が
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
担
い
手
へ

の
農
地
集
積
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
新
津
郷
田

上
地
区
お
よ
び
新
関
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
漸
く
令

和
五
年
度
よ
り
面
工
事
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で

ご
ざ
い
ま
す
。
な
か
な
か
進
捗
度
は
皆
様
の
期
待
値
に

は
及
び
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
引
き
続
き
早
期
完
了
で
き

る
よ
う
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
阿
賀
満
地
区
は
、
令
和
四
年
度
ま
で
調
査
計
画
事

業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
て
、
令
和
五
年
度
に
事
業

着
工
と
な
り
ま
す
の
で
、
今
年
度
は
地
区
界
測
量
及
び

実
施
設
計
を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
西
幹
線
第
一

地
区
そ
し
て
車
場
第
一
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
仮
同

意
徴
集
を
終
え
先
日
新
潟
県
に
対
し
事
業
の
採
択
申
請

を
行
い
ま
し
た
。
令
和
五
年
度
よ
り
調
査
計
画
事
業
を

実
施
し
、
令
和
九
年
度
よ
り
事
業
着
工
で
き
る
よ
う
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
圃
場
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農

業
経
営
の
安
定
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
整
備
が
図
ら
れ

る
こ
と
に
よ
り
農
家
の
後
継
者
不
足
の
解
消
延
い
て
は

新
た
な
就
農
者
の
育
成
も
可
能
と
な
り
、
地
域
の
活
性

化
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。引
き
続
き
国
・

県
に
対
し
精
一
杯
、
事
業
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
様
か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
の
総
代
会
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
理
事
一
名
が
欠

員
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
補
欠
選
挙
を
執
行

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
二
月
二
十
七
日
、
二
十
八
日

の
二
日
間
に
亘
る
立
候
補
届
出
期
間
に
お
い
て
一
名
の

届
出
を
受
け
付
け
、
候
補
者
数
が
定
数
を
超
え
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
本
日
は
投
票
を
お
こ
な
わ
ず
、
選
挙
会
の

み
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い
情
勢
は
、
ま
す
ま
す
混
沌

と
し
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
足
下
を
し
っ
か
り
見
据
え

な
が
ら
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
組
合
員
の
負
託
に

応
え
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
皆

様
方
か
ら
更
な
る
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
本
日
上
程
い
た
し
ま
す
全
議
案
、
慎
重
審
議

賜
り
ま
し
て
、
議
決
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上

げ
ま
し
て
、
開
会
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

国
営
事
業
に
つ
い
て

国
営
事
業
に
つ
い
て

県
営
圃
場
整
備
事
業
に
つ
い
て

県
営
圃
場
整
備
事
業
に
つ
い
て

最
後
に

最
後
に
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日 時
出席者数

窪 田 陽 一
湯 田 幸 雄
押 味 正 康
小 柳 　 明

《 監 査 報 告 書 》

羽田野誠一  総代羽田野誠一  総代
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収支 科 目 当初予算額 説　　　　　　　　　　　明

収　
　
　
　
　
　

入

１．土 地 改 良 事 業 収 入 171,910 事務費賦課金・転用決済金

２．附 帯 事 業 収 入 16,380 土地改良施設他目的使用料・手数料・多面的機能支払活動組織業務
受託料

３．基 本 財 産 運 用 収 入 50 基本財産配当金

４．特 定 資 産 運 用 収 入 70 特定資産利息

５．補 助 金 等 収 入 29,320 国営造成施設管理体制整備促進事業補助金・地区外排水負担金

６．雑 収 入 510 過年度収入・過怠金・雑収入

７．特 定 資 産 取 崩 収 入 37,350 一般会計積立資産取崩・職員退職給与積立資産取崩・役員総代顕彰
積立資産取崩

８．固 定 資 産 売 却 収 入 10 土地売却代金

９．他 会 計 繰 入 金 2,550 繰入金

10．繰 越 金 10 前年度繰越金

収　入　合　計 258,160

支　
　
　
　

出

１．附 帯 事 業 費 支 出 16,320 多面的機能支払活動組織受託業務

２．一 般 管 理 費 支 出 213,740 運営事務費・事務所費

３．特 定 資 産 積 立 支 出 15,070 一般会計積立資産積立・職員退職給与積立資産積立・役員総代顕彰
積立資産積立

４．雑 支 出 30 過年度支出

５．他会計借入金返済支出 12,000 事務所建設借入償還金

６．予 備 費 1,000 予備費

支　出　合　計 258,160

収支 科 目 当初予算額 説　　　　　　　　　　　明

収　
　
　
　
　
　
　
　

入

１．土 地 改 良 事 業 収 入 224,280 事業費賦課金・転用決済金

２．附 帯 事 業 収 入 5,200 土地改良施設他目的使用料

３．特 定 資 産 運 用 収 入 200 特定資産利息

４．補 助 金 等 収 入 100,430 国営造成施設管理体制整備促進事業補助金・農業経営高度化支援事
業補助金・団体営調査設計事業補助金・地区外排水負担金

５．交 付 金 収 入 52,380 適正化事業交付金

６．業 務 受 託 料 収 入 106,670 大秋覚路津排水機場業務受託・水田揚水機場業務受託・車場揚水機
場業務受託・県営圃場整備事業・水利施設整備事業

７．雑 収 入 6,650 過年度収入・過怠金・雑収入

８．借 入 金 収 入 12,500 公庫資金借入金

９．特 定 資 産 取 崩 収 入 57,710 新津郷区財政調整積立資産取崩・新津郷区決済金積立資産取崩

10．固 定 資 産 売 却 収 入 10 土地売却代金

11．他会計貸付金回収収入 9,000 一般会計貸付金回収

12．繰 越 金 10 前年度繰越金

収　入　合　計 575,040

支　
　
　
　
　

出

１．土 地 改 良 事 業 費 支 出 444,770 維持管理費・適正化事業費・適正化事業拠出金・その他事業費・受
託業務費・受託事業費

２．土地改良事業負担金支出 90,520 県営事業分担金・市営事業分担金

３．支 払 利 息 30 公庫資金借入金利子

４．特 定 資 産 積 立 支 出 35,140 新津郷区財政調整積立資産積立・新津郷区決済金積立資産積立

５．雑 支 出 30 過年度支出

６．他 会 計 繰 出 額 2,550 一般会計繰出金

７．予 備 費 2,000 予備費

支　出　合　計 575,040

〈 新 津 郷 区 〉

一　般　会　計

特　別　会　計
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収支 科 目 当初予算額 説　　　　　　　　　　　明

収　
　
　
　
　
　
　

入

１．土 地 改 良 事 業 収 入 25,720 事業費賦課金・転用決済金

２．附 帯 事 業 収 入 2,150 土地改良施設他目的使用料

３．特 定 資 産 運 用 収 入 130 特定資産利息

４．補 助 金 等 収 入 16,320 国営造成施設管理体制整備促進事業補助金・地区外排水負担金・債
務負担事業負担金

５．交 付 金 収 入 54,000 適正化事業交付金

６．業 務 受 託 料 収 入 120 用水管理業務・敷砂利業務

７．雑 収 入 70 過年度収入・過怠金・雑収入

８．特 定 資 産 取 崩 収 入 12,380 新津東区財政調整積立資産取崩・新津東区決済金積立資産取崩

９．固 定 資 産 売 却 収 入 10 土地売却代金

10．他会計貸付金回収収入 3,000 一般会計貸付金回収

11．繰 越 金 10 前年度繰越金

収　入　合　計 113,910

支　
　
　
　

出

１．土 地 改 良 事 業 費 支 出 99,700 維持管理費・適正化事業費・適正化事業拠出金・その他事業費・受
託業務費

２．土地改良事業負担金支出 1,500 県営事業分担金

３．借 入 金 返 済 支 出 7,720 公庫資金償還金

４．支 払 利 息 270 公庫資金借入金利子

５．特 定 資 産 積 立 支 出 3,690 新津東区財政調整積立資産積立・新津東区決済金積立資産積立

６．雑 支 出 30 過年度支出

７．予 備 費 1,000 予備費

支　出　合　計 113,910

〈 新 津 東 区 〉

一  般  会  計 特　別　会　計

計

特別会計

合　　計
事務管理費 小　　計

事　業　区
小　　計 圃場整備費

継続事業費 維持管理費

新津郷区
田 159,045 159,045 63,827 239,224 303,051 462,096 462,096

畑 159,045 159,045 21,275 79,741 101,016 260,061 260,061

新津東区
田 159,045 159,045 1,622 117,920 119,542 278,587 278,587

畑 159,045 159,045 540 39,306 39,846 198,891 198,891

新津東区
（新関圃場）

田
同　　　上

278,587 13,654 292,241

畑 198,891 4,551 203,442

＊田を畑に地目変更する場合の決済金は、各々の事業区における田と畑の決済金の差額となります。

特　別　会　計
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工　　事　　名 施工場所 種　別 内　　　　　容 事業量 事業費

北潟揚水機場
　　　　１号電動機整備補修工事

北　潟 電 動 機 電動機整備補修 １　式 17,300,000円

市之瀬揚水機場
　　　　２号電動機整備補修工事

車　場 電 動 機 電動機整備補修 １　式 20,700,000円

西幹線第２揚水機場
　　　　　　　　変圧器更新工事

新　津 電気設備 変圧器更新 １　式 6,100,000円

梅ノ木揚水機場
　　　　受配電設備整備補修工事

小須戸 電気設備 受配電設備整備補修 １　式 6,200,000円

小向揚水機場
　　　　　演算処理装置更新工事

鎌　倉 計装機器 演算処理装置更新 １　式 13,000,000円

事　　業　　名 地区名 対象施設 事　業　内　容 事業量 事業費

団体営土地改良事業調
査設計事業（調査計画）

車 場 第 一
車 場 幹 線
用水路掛り

施設整備計画策定
（457.0ha）

１　式 30,000,000円

１．団体営土地改良事業

工　　事　　名 施工場所 種　別 内　　　　　容 事業量 事業費

中央排水機場
　　　　　主ポンプ整備補修工事

七日町 主ポンプ 主ポンプ整備補修 １　式 58,800,000円

　⑵　防災減災機能等強化対策

２．土地改良施設維持管理適正化事業
　⑴　施設整備補修

事　業　名 地区名 施工場所 内　容 事業費 備　　　　　考

基 幹 水 利 施 設 管 理
（水利施設整備）事業

水　田
車 場

水田揚水機場
車場揚水機場

整備補修 15,200,000円

自家発電設備整備補修
11,800,000円

高圧受配電設備整備補修
3,400,000円

３．基幹水利施設管理事業（新潟市受託業務）
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　新津郷土地改良区では、国営事業の関連事業として管内全域で「圃場整備事業」を

推進しています。

【実施地区の状況】

【調査地区の状況】

【検討地区の状況】
　国営事業の整備構想を受けて計画区域の検討に入って参ります。

地 区 名 工　　期 受益面積 令和５年度取組み予定等

新津郷田上地区 Ｒ１～Ｒ９予定 213.2ha
・令和５年度工事予定
　区画整理工事5.0ha

新 関 地 区 Ｒ２～Ｒ10予定 174.3ha
・実施設計書の作成
・換地計画原案の作成

阿 賀 満 地 区 Ｒ５～Ｒ13予定 246.5ha ・地区界測量の実施

地　区　名 受益面積 令和５年度取組み予定等

車 場 第 一 地 区 457.0ha
・令和５年度調査計画事業の実施
・営農計画策定の検討
・整備構想の検討

西 幹 線 第 一 地 区 123.4ha
・令和５年度調査計画事業の実施
・営農計画策定の検討
・整備構想の検討

地　区　名 受益面積 令和５年度取組み予定等

西 幹 線 第 二 地 区 303.0ha ・圃場整備計画区域の検討

水 田 第 一 地 区 190.0ha ・圃場整備計画区域の検討

水 田 第 二 地 区 － ・圃場整備計画区域の検討

水 田 第 三 地 区 － ・圃場整備計画区域の検討

車 場 第 二 地 区 － ・圃場整備計画区域の検討



（9） 土 地 改 良 ～ 新 津 郷 令和５年６月１日



土 地 改 良 ～ 新 津 郷 （10）令和５年６月１日

〈問い合せ先〉 水 田 揚 水 機 場
（水田中央管理所）

ＴＥＬ
ＦＡＸ（0250）３８－４６３３

運転区分 期 間 運 転 時 間 備 考

運転開始日 ４月26日 午前５時～

連 続 運 転 ４月26日～５月３日 24時間運転 ５月３日午後８時止め

平 常 運 転
（輪番運転時
除く）

５月４日～５月17日 午前５時～午後８時 連続運転終了後２週間

５月18日～５月31日

６月14～16日、21～23日 午前５時～午後７時 運転休止日後３日間平常運転

８月30日～８月31日

輪 番 運 転 ６月１日～８月29日
午前５時～午前10時
（午前10時以降は輪番）

輪番区域については事前に
お配りしています運転計画
表をご覧ください。

運転休止日 ６月13日㈫　　６月20日㈫ 機器点検のため運転する場合があります

※1.４月６日は水田、車場幹線用水路のゴミ流しを実施します。
※2.４月24・25日は試験運転のため、水が出る場合がありますので、給水栓の管理に十分ご注
　　意ください。
※3. 降雨状況により運転を休止又は時間を変更する場合があります。
※4. フェーン現象や出穂期に用水不足が著しい場合、輪番での24時間運転を行います。
　　（メール等でお知らせいたします）
※5. かけ流しは絶対しないでください。
　　 かけ流しをしていた場合、給水栓を閉めさせていただきます。

苗 代 用 水 試 験 送 水 本田用水開始 用 水 停 止

全 域 ４月５日～20日 ４月21日
（午前９時送水）

４月21日
（正午～）

８月31日
（午後５時止水）

苗代用水の通水路線は、県営東幹線用水路及び県営東第３号支線用水路となります。

お願い
● 降雨等の状況により運転休止又は時間を変更する場合があります。
● 限られた水です、公平な水利用が出来るようお互いに協力しましょう。
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　世界情勢の変化によるエネルギー調達価格高騰により、電気料金の高騰が続いています。
　令和４年度と比較すると、当初予算額ベースで約２倍の電気料金増となっています。

【電気料金が高騰しています！】

◎節水が節電につながります！！
・かけ流しをやめ、こまめな水管理を徹底しましょう！
・排水側溝畔の水漏れがないように畦塗りをしましょう！

　土地改良区の管理している用水路には多量の水が流れており大変危険です。絶対に水難
事故を起さないようにしたいものです。
　水路の傍らで子供達が遊んでいるのを見かけたときには、一言注意をして下さるよう
お願い致します。

　当改良区管轄内の水路や農道等にタイヤ等の廃材や野菜
くず等ゴミの投棄がなされ困っています。
　ゴミの不法投棄は重大な犯罪です。農業水路へのゴミの
投棄は通水の妨げとなり、これらを撤去処理する費用には
皆様の賦課金が使われます。不法投棄は絶対にやめま
しょう。

※ゴミの不法投棄は河川法及び廃棄物処理法により罰せら
れます。（５年以下の懲役若しくは1,000万円「法人は３
億円」以下の罰金又はその両方が科せられます。）

用排水施設電力料の推移（新津郷区＋新津東区）
（千円）

200,000
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100,000

50,000
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Ｒ5
（当初予算）
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◆職員配置表

◆退職職員（令和５年３月31日付）

◆新規再任用職員

◆新津郷土地改良区褒賞（令和５年４月１日付）

◆新規採用職員（令和４年10月１日付）

 第11被選挙区理事欠員に伴う役員補欠選挙を３月10日に
実施しました。
　候補者の届出が定員を超えなかったため、総代会での投票は
行わず、同日選挙会により当選人を決定しました。新理事には
髙橋　明氏が当選し、３月17日付けで就任いたしました。
　尚、任期は令和６年２月９日までです。 第11被選挙区理事

髙 橋 　 明  氏

新津郷土地改良区  新役員（理事）の紹介
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◇ 第 四 北 越 銀 行 ◇ 新潟県内信用金庫
◇ 大 光 銀 行 ◇ 新潟県内信用組合（新潟鉄道信用組合を除く）

◇ ＪＡバンク新潟県信連（農協） ◇ 新潟県労働金庫

　口座振替の新規お申込み及び振替口座の変更には『預金口座振替依頼書』の提出が必要です。
　用紙は「新津郷土地改良区事務所」「新潟かがやき農業協同組合  小須戸・新津・荻川支店」
「えちご中越農業協同組合  田上支店」に用意してあります。窓口までお申し出ください。

新潟県内の下記金融機関から口座振替が可能です。
お手続きは７月末までにお願いいたします。

一、組合員の変更、農地の異動があったとき
　○　組合員の死亡
　○　農業者年金受給等による経営移譲
　○　売買、交換、利用権設定等

二、農地を転用するとき
　○　宅地等への転用
　○　公共用地への転用

（注）上記の手続きを行わないと、賦課台帳が変更
　　　されませんのでご注意ください。

このような場合、必ず土地改良区で手続きをしてください


